


東京湾環状道路並びに関連道路の整備促進に関する要望書 

 

 

千葉県内の幹線道路網の整備につきましては、日頃より特段の御高配を

賜り厚くお礼申し上げます。 

 

道路は、人や地域を相互につなぎ、「人」、「モノ」、「情報」をスムーズに

行き来させる機能を担い、高規格道路ネットワークは、国土の骨格を形成 

するとともに、地域経済の好循環をもたらし地域の発展や広域的な連携を

支え、災害時には救援活動や援助物資の輸送などに寄与する極めて重要な

ものであります。 

 

東京湾環状道路は、湾岸部の主要都市や重要港湾、臨海コンビナート、 

大規模集客施設などの都市機能が集積する地域を環状に連結する、経済・ 

産業・生活面において不可欠な幹線道路であり、東京湾環状道路の整備に 

より生産性の向上や物流の効率化による民需誘発などのストック効果が 

期待されます。 

 

東京湾岸道路の一部をなす国道３５７号では、塩浜立体や船橋市域の 

渋滞対策、湾岸千葉地区改良（蘇我地区）が進められているほか、    

（仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジと併せて検見川立体が  

事業化され、交通の円滑化のために事業の早期完成が必要です。 

 

さらに、湾岸地域においては、京葉道路などで交通量が多く、大型車  

混入率も高いことから、広範囲にわたり慢性的な渋滞が発生しています。 

今後も港湾機能の強化や物流施設の立地、さらには成田空港の機能強化等

に伴う交通需要の増大が見込まれており、本県のポテンシャルを十分に 

発揮するため、新湾岸道路の重要性が高まっているところです。 

 

新湾岸道路については、先日の８月２日に、学識経験者で構成される  

「新湾岸道路有識者委員会」において、計画検討の発議が行われ、    

概略ルート・構造の検討について着手されたところであり、早期計画の  

具体化が必要です。 

 

 

 



東京湾アクアラインにおいては、「アクアライン割引」の継続により、「人」

と「モノ」の流れを活性化し、本県はもとより首都圏全体に大きな経済効果

をもたらしています。一方で、休日を中心に交通集中による渋滞が発生して

いることから、交通の円滑化に向けて、ＥＴＣ時間帯別料金の社会実験を 

実施しているところです。今後も、首都圏全体への経済効果をさらに高めて

いくため、「アクアライン割引」の継続とともに、アクアライン着岸地周辺

地域の交通の円滑化を図るため、東京湾岸道路の未整備区間となっている、

袖ケ浦市から木更津市間などの計画の早期具体化が必要です。 

 

関連道路である首都圏中央連絡自動車道の残る未開通区間である大栄 

ジャンクションから松尾横芝インターチェンジ間については、国際競争力

の強化や国土強靭化のため、一日も早い全線開通が必要です。 

 

東関東自動車道館山線の一部を構成する富津館山道路は、対面通行の  

２車線であるため観光シーズンや休日等において渋滞が発生していると 

ともに、工事や事故等による通行止め等も数多く生じていることから、観光

振興や防災力向上のため、早期に４車線化を図る必要があります。 

 

つきましては、地方創生及び国土強靭化を推進し、湾岸地域が持つポテン

シャルを十分に発揮させるため、東京湾環状道路並びに関連道路の早期 

整備に向け、次の道路整備推進について、特段の御配慮をいただきますよう 

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記 

１ 東京湾環状道路について 

（１）一般国道３５７号東京湾岸道路の整備推進 

    ア 塩浜立体事業や船橋市域の渋滞対策を早期に完成すること。 

 

イ 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）の着実な事業推進を図ること。 

 

ウ （仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジと併せて検見川

立体の事業推進を図ること。 

 

（２）新湾岸道路については、外環高谷ジャンクション周辺から蘇我   

インターチェンジ周辺並びに市原インターチェンジ周辺までの間に  

おいて、地域の理解が深まるよう、市民とのコミュニケーション活動に 

協力して、積極的に役割を果たしていくので、有識者委員会における  

助言等を踏まえ、早期に概略ルートや構造の検討を進めること。 

また、千葉県と東京都を結ぶ区間についても検討を進め、計画の具体化

を図ること。 

 

（３）東京湾岸道路の千葉地区専用部や未整備区間、国道４０９号の   

４車線化を含む東京湾アクアライン着岸地周辺道路網の調査推進及び 

計画の早期具体化を図ること。 

 

（４）首都圏における交流・連携の強化、地域経済の活性化等、東京湾   

アクアライン通行料金引下げが首都圏にもたらす効果等を十分踏まえ、 

「アクアライン割引」を継続すること。 

 

（５）東京湾口道路は、実現に必要な画期的な技術開発など調査の重点化を

図るとともに、アクアラインの６車線化も含め、交通容量の拡充方策に 

ついて、中長期的な視点から検討すること。 

 

２ 東京湾環状道路の関連道路について 

（１）首都圏中央連絡自動車道の建設推進 

    ア 大栄ジャンクションから松尾横芝インターチェンジ間について

は、令和８年度の開通に向け、確実に事業を進めること。併せて、

大栄ジャンクションから国道２９６号インターチェンジ（仮称）間

については、１年程度前倒しでの開通に向け確実に事業を進めること。  



    イ 県境から大栄ジャンクション間の４車線化については、   

令和７年度から令和８年度までの開通に向け確実に事業を進める

こと。また、事業化されている松尾横芝インターチェンジから  

東金ジャンクション間については、一日も早く工事に着手する 

こと。 

 

ウ ４車線化未事業化区間については「成田空港の更なる機能強化」

による交通量の増加に対応するため、「高速道路における安全・ 

安心基本計画」の優先整備区間に選定し、早期事業化を図ること。 

 

エ  かずさアカデミアパークへのアクセス強化のため、     

地域プロジェクトの支援として設置が発表されている、    

（仮称）かずさインターチェンジの早期整備を図ること。 

 

オ 「地域活性化インターチェンジ制度」が、成田国際空港及び周辺

地域と圏央道を結ぶ新たなインターチェンジに適用できるよう、

所要の措置を講ずるとともに、事業化に向け、必要な助言を行う 

こと。 

 

カ 神崎パーキングエリア（仮称）の内回りについては、令和７年度、

外回りは令和７年度から令和８年度までの供用に向け、確実に 

整備を進めること。また、山武パーキングエリア（仮称）     

については、早期供用を図ること。 

 

キ 圏央道のストック効果を最大限発揮させるため、銚子連絡道路

や長生グリーンラインなどインターチェンジへのアクセス道路が

確実に整備されるよう必要な予算を確保すること。 

 

（２）東京外かく環状道路の建設推進 

東京外環自動車道（以下、外環道）の京葉道路との接続部である京葉     

ジャンクションについては、京葉道路千葉方面と外環道高谷方面とを   

連絡するランプの整備を進め、早期にフルジャンクション化を図ること。

また、東京外かく環状道路を完全な環状道路とし、東京湾アクアラインと

一体となって、その機能を十分に発揮させるため、東名高速道路から  

湾岸道路間の計画の早期具体化を図ること。 

 



（３）東関東自動車道館山線とその一部を構成する富津館山道路の   

４車線化 

ア 東関東自動車道館山線の一部を構成する富津館山道路について、

早期の４車線化を図ること。 

 

イ 東関東自動車道館山線の富浦から館山までについては、計画の 

具体化を図ること。 

 

ウ 富津館山道路の終点部である富浦インターチェンジから館山市内

までの国道１２７号の館富トンネルを含む川名・富浦地区について、

早期の４車線化を図ること。 

 

（４）京葉道路の渋滞対策の推進 

渋滞の著しい京葉道路については、貝塚トンネル付近の車線追加等  

による抜本的な対策について、調査・設計を進め、早期に工事に着手する 

とともに、引き続き、必要な渋滞対策を行うこと。 

 

３ 予算の確保について 

（１）防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策の最終年度となる

令和７年度においても、必要な予算・財源を確保すること。また、    

令和６年能登半島地震などを踏まえ、国土強靭化実施中期計画を早期に 

策定し、切れ目なく、継続的・安定的に国土強靭化の取組を進めるために

必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保すること。 

 

（２）激甚化・頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための 

地方整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の更なる

確保に取り組むこと。 

 

（３）道路整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の   

創設等により、令和７年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も加味  

した上で、必要な予算を満額確保すること。 



東 京 湾 環 状 道 路 並 び に
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ア ク ア ラ イ ン の
６車線化、東京湾口
道路など交通容量
の 拡 充 方 策 の
中長期的な検討

成田国際空港

かずさアカデミア
パーク

大栄ＪＣＴ

木更津南
ＪＣＴ

富津竹岡IC

東金IC・JCT

神崎IC

京葉JCT

館山

一般国道３５７号
 ・塩浜立体事業推進
・船橋市域の渋滞対策
の推進

 ・検見川立体事業推進
 ・湾岸千葉地区改良
（蘇我地区）事業推進

富津館山道路、国道１２７号
   ・富津館山道路の早期４車線化
   ・国道１２７号の館富トンネルを含む
川名・富浦地区の早期４車線化

京葉道路
・渋滞対策の推進
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東京外環自動車道
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  早期フルジャンクション化

東京湾岸道路
・千葉地区専用部の計画の早期具体化
・未整備区間の計画の早期具体化

首都圏中央連絡自動車道
（横芝～木更津東）

・早期４車線化

首都圏中央連絡自動車道
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・令和７～８年度末までの４車線化
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長生グリーンライン

新湾岸道路
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東京湾アクアライン
・アクアライン割引の継続

首都圏中央連絡自動車道
（大栄～横芝）

・令和８年度の開通
※大栄JCT～国道２９６号
IC（仮称）間は１年程度前
倒しでの開通を目指す

  

幕張新都心

（仮称）かずさIC

山武PA（仮称）

神崎PA（仮称）
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